
まち美化推進課　☎75-1215

～クリーンセンター建設には、皆さんのご理解とご協力が必要です～
　クリーンセンターは、みなさんの日常生活に欠くことのできない施設です。
　今月号では、候補地内でおこなっている気象調査、及び10月におこなった生
活環境影響調査（大気調査）などについて、紹介します。

①
②
③

候補地周辺の環境を把握することができます。
新クリーンセンター建設・整備事業が、周辺環境に与える影響を軽減するための基礎データの収集ができます。
建設着手後・施設稼働後において、調査結果や評価結果に基づき、事業の影響を確認できます。
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二酸化硫黄、窒素酸化物、浮遊粒子状物質、微小粒子状物質
候補地近傍の住宅地内 2か所において、秋季調査を 2週間おこないました。
塩化水素、ダイオキシン類、浮遊粉じん量
住宅地など 6か所において、秋季調査を1週間おこないました。

3 窒素酸化物
市内の小学校など 20か所において、秋季調査を 1週間おこないました。

生活環境影響調査をおこなうことで

[ 上空風調査機器（ドップラーソーダ）]

[ 塩化水素、ダイオキシン類、浮遊粉じん量調査機器 ]

■生活環境影響調査

　風向風速、日射量、上空風（煙突高度付近の風向・風速）などを調査するため、建設候補地内に計測機器
を設置し、約1年間継続して、計測します。

※ドップラーソーダ
　　ドップラーソーダとは、上空の大気の成層状態、風向・風速を測定する装置
　です。音波は、気温の変化に対応して屈折、反射します。ドップラーソーダは、
　音波の特性を利用して、上空の大気の成層状態、　及び上空の風向・風速を測定
　します。

気象調査

　今後策定する敷地造成計画の基礎データとするため、建設候補地の地質・土壌について調査をしています。
■地質・土壌調査

○一般環境大気
大気質調査

1 窒素酸化物、浮遊粒子状物質
候補地周辺の道路沿道において、秋季調査を 2週間おこないました。

※大気質の調査について、季節ごとに調査（4回 /年）をおこないます。次回は、冬季調査を来年1月に予定しています。
　また、今回の秋季調査結果などについて、取りまとまりましたら、広報紙などで皆さんにお知らせします。

○交通沿道環境大気
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11 月 18日（金）　午後 2時～
市役所 5階　「全員協議室」
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12月2日（金）　
第 1部：午前 10時～正午ごろ
第 2部：午後 1時 30分～ 3時 30分ごろ
リサイクル研修ステーション
各部 20人（申込多数の場合抽選）
ふろしき 1枚（約 70センチ幅程度）、テッシュボックス 1個、ビールびん 1本（ワインびん可）
200円
ふろしき研究会代表　森田　知都子　先生
11月 22日（必着）までに、往復はがきに住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、希望の部（午前・午後・
どちらでも）を記入し、下記へ。
〒619-0214　木津神田 2-1
リサイクル研修ステーション　☎75-2140
リサイクル研修ステーション（休館日／月曜、祝日、月曜が祝日の時は翌日）

クリーンセンター建設に向け、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

木津川市廃棄物減量等推進審議会からのお知らせ
　木津川市では、『循環型社会』の実現を目指し、ごみの発生抑制と減量化等を推進するため木津川市廃棄物減
量等推進審議会を設置しています。今回は8月17日におこなわれた、第6回木津川市廃棄物減量等推進審議会
の内容を紹介します。

ふろしき講習会ふろしき講習会ふろしき講習会
　日本古来の“ふろしき”伝統を受け継ぎ、また環境に配慮したマイバ
ッグにもなる“ふろしき”の包み方を学んでみませんか。

また、第6回の審議会開催前に、これまでの審議内容をまとめた『木津川市ごみ減量化推進計画（仮称「も
ったいないプラン」）中間報告』を郡嶌会長と浅利副会長から市長へ報告されました。また、今後の審議
会で、より具体的な施策を議論し、ごみ減量化推進計画（答申）を作成していくことを確認しました。

※木津川市ごみ減量化推進計画（仮称「もったいないプラン」）中間報
　告および審議会の資料は、市ホームページに掲載しています。

　前回の審議会の内容について確認をおこないました。

第6回審議会の内容
1．第5回木津川市廃棄物減量等推進審議会会議結果について

　震災後、早くから現地に入りボランティアなどの活動をされている浅利副会長から、現地の廃棄物の状況
やリサイクルを考えた、それらの処分方法などについてミニ講義を受けました。過剰に“もの”をストック
すれば災害が発生した時に、災害廃棄物が多くなることを知り、日頃から“もの”を大切にすることが、ご
みの減量化に繋がることを学びました。

2．東日本大震災における災害廃棄物の状況について

①ごみの分別と資源化の推進について
　ごみの減量や資源化を推進するため、現在、実施しているごみ減量施策の点検と今後の施策及びごみ分別
　の見直し方針などを審議しました。
②環境・地域コニュニティに配慮したごみ処理の推進について
　高齢者世帯などに配慮したごみ収集や、地球温暖化を配慮したごみ処理施策などに関して審議しました。

3．ごみ減量化推進計画（もったいないプラン）について

次回の第7回審議会は、次のとおり開催を予定しています。

写真中央　郡嶌会長、右　浅利副会長

162011.11 広報


